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小山 裕之 氏ココペン合同会社　代表社員

2006年　京都薬科大学薬学部 卒業
2008年　京都大学大学院生命科学研究科修士課程 修了
2008年　みやこ薬局株式会社 みやこ薬局各店舗 薬剤師
2016年　株式会社ミルキーファーマシー クルミ薬局 薬局長
2018年　株式会社フタツカホールディングス 人材開発部 教育研修課 課長
2022年　株式会社ココカラファインヘルスケア 調剤事業本部 担当課長
2023年　京都橘大学健康科学部心理学科 卒業
2023年　株式会社ＭＣＣマネジメント 調剤事業部 ＤＩ・薬事課 主事
2024年　ココペン合同会社 代表社員

 
 
 
 

     減薬の制度と
          適正使用ガイドラインの限界
     減薬の制度と
          適正使用ガイドラインの限界

要
概
集
募 日時

開講形式

参加対象

令和8年 2月12日（木）／19：00～20：30
①教室での集合研修

②ZOOMでのオンライン受講
　　※受講形式につきましては、改めてフォームにておうかがいします。

薬剤師、薬学生、等

募集人員

参加費

参加方法

申込締切

対面研修：30名
ZOOMオンライン受講：100名
1,000円／学生無料
詳しくは裏面QRコードより、
ホームページにてご確認ください。

令和8年 2月6日（金）

※定員になり次第
　申込を締め切ります。

会場：武蔵野大学 三鷹サテライト教室
（JR三鷹駅南口徒歩1分 三鷹三菱ビル7階 ）

　

本セミナーは、公益社団法人東京都
薬剤師会の研修として申請中です。
申請が受理されると、参加された方
に受講シール1単位をお渡しします。

講 師

令和7年度 武蔵野大学薬学部 卒後教育プログラム武蔵野大学 薬学部 第2回

高齢者医療における多剤投与は、薬物有害事象や服薬アドヒアランス低下のリスクを高めると
考えられており、重要な社会課題である。減薬推進のための制度やガイドラインが整備されて
いるが、調剤報酬における服用薬剤調整支援料の算定率は2024年8月審査分で0.0052％と
非常に低く、この取り組みが保険薬剤師に浸透しているとは言い難い状況である。本プログラム
では、演者自身の行政との協働による重複投薬・多剤投与解消の取り組み等を紹介し、保険
薬局ならではの視点からガイドラインの限界と実践可能なヒントを、実践的ワークを通じて考察
する。

所属学会など
● 日本アカデミック・ディテーリング研究会
　　　　社員／コミュニケーション部会　副部会長
● 薬剤師あゆみの会　理事／講師
● 大阪府薬剤師会　実務実習受入対策委員会　委員
● イケてる服薬情報提供書執筆講座　主幹
● 兵庫医科大学　非常勤講師
● ネグジット総研　パートナーコンサルタント

講 師 略 歴

— 保険薬局ならではの視点を身につける実践的ワーク ―— 保険薬局ならではの視点を身につける実践的ワーク ―



TEL : 042 -468 -3222
開室日 :月～金曜日　9:30～16 :30
　　　　　　　　　　（祝日を除く） 

武蔵野大学社会響創センター事務課
〒202 -8585　東京都西東京市新町 1-1-20
Mai l : lifelong @musashino-u.ac.jp

お問い合わせ

集合研修会場

お申込みはこちらから

JR中央線・総武線・東京メトロ東西線
三鷹駅南口より徒歩1分

三鷹三菱ビル７F（三菱UFJ銀行のビル）
1F入口からお入りください。

武蔵野大学三鷹サテライト教室

〒181 -0013
東京都三鷹市下連雀３丁目26 -12 三鷹三菱 ビルディング

至武蔵境
JR三鷹駅
南口

2F デッキ

入口
〔7F〕

エスカレーター

至吉祥寺

武蔵野大学三鷹サテライト教室


